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正常細菌叢からＭＲＳＡへ
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グラム陽性球菌
グラム陰性球菌

グラム陽性桿菌

グラム陰性桿菌
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ＭＲＳＡ 周辺環境の汚染

200床の大学関連病院におけるＭＲＳＡ陽性患者に
ついて，ＭＲＳＡによる汚染度を調査した。

Boyce JM, et al. Infect Control Hosp Epidemiol 1997;18:622

１．病室内の周辺環境

２．看護をした看護師の予防衣

３．患者とは直接の接触がなく周辺環境に
　　だけ接触したときの手袋

ＭＲＳＡ 周辺環境の汚染

◆ＭＲＳＡ陽性患者の病室の周辺環境は，感染症
患者の78％，定着患者の69％で汚染されていた。

◆汚染率はベッド脇の床，シーツ，患者病衣が50％
台，オーバーテーブルが40％台，血圧計のカフが
30％台，持続注入器のボタンが20％台，部屋のド
アノブ10％弱。

◆患者との接触はなく，周辺環境にのみ接触した
看護師の手袋の42％からＭＲＳＡを分離した。

Boyce JM, et al. Infect Control Hosp Epidemiol 1997;18:622
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ＭＲＳＡの生存期間

Neely AN, et al. J Clin Microbiol 2000;38:724

ＭＲＳＡを病院で用いる４種類の布地と
プラスチック表面に接種し，生存期間を
調査した。

ＭＲＳＡは環境表面で少なくとも＞１日，
最大＞51日生存した。

ＭＲＳＡの生存期間

Ｃｏｔｔｏｎ　　　　 ４，５，２１　

Ｔｅｒｒｙ　　　　　 ２，６，１４　

Ｂｒｅｎｄ　　　　　１，３，３　

Ｐｏｌｙｅｓｔｅｒ　　 １，１６，４０

Ｐｌａｓｔｉｃ　　　 ４０，４８，>５１ （日）
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保菌は鼻腔以外にも高頻度に
見られる

Harbarth S, et al. Antimicrob Agents Chemother 1999;43:1412

98名のＭＲＳＡ陽性患者において,ムピ
ロシン塗布とクロルヘキシジン石鹸入浴
の効果を調べる研究において,身体各所
の定着(コロニゼーション)状況を調査し
た。

保菌は鼻腔以外にも高頻度に
見られる

Harbarth S, et al. Antimicrob Agents Chemother 1999;43:1412

◆ 鼻腔 　60％

◆ 鼠径部皮膚 　38％

◆ 他の皮膚のいずれかの部位 　46％

◆ 尿 　20％
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一過性にＭＲＳＡに汚染された
医療スタッフが伝播リスクとなる

Jerningen JA, et al. Am J Epidemiol 1996;143:496

大学病院ＮＩＣＵにおけるＭＲＳＡ集団
感染事例の研究。約７カ月間に331名の
入院患児のうち16名からＭＲＳＡを分離，
うち３名が感染症を発症した。定着，感
染の患児には接触予防策（隔離個室，手
袋，ガウン）とマスクを用いた。

一過性にＭＲＳＡに汚染された
医療スタッフが伝播リスクとなる

Jerningen JA, et al. Am J Epidemiol 1996;143:496

週１回，新生児の鼻腔，鼠径部，腋窩，
皮膚の損傷部から監視培養を行い，陽性
の場合は，過去２週間に接触した医療従
事者を対象に，鼻腔と病変のある皮膚か
らの培養検査を行った。
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一過性にＭＲＳＡに汚染された
医療スタッフが伝播リスクとなる

Jerningen JA, et al. Am J Epidemiol 1996;143:496

ＤＮＡパターンが16症例すべてで一致し
た。全体でのべ144名の医療スタッフか
らは１回もＭＲＳＡを分離しなかった。

一過性にＭＲＳＡに汚染された
医療スタッフが伝播リスクとなる

Jerningen JA, et al. Am J Epidemiol 1996;143:496

医療スタッフの慢性保菌者が伝播リスク
となることもあるが，この研究では１例
も認めなかった。

医療行為の中で一過性に手指にＭＲＳＡ
を持つ医療スタッフのリスクを示した。
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標準予防策に強くなろう！

動画クイズ

2004年　11月

感染制御チーム／リンクナース

カルテ入力と診察

クイズ　第１問
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問題１

どこが間違い？
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診察「前」の手指消毒
をしていない！

ここが間違い！

もう一度！ここが間違い！
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ＭＲＳＡ陽性

患者の病室で

クイズ　第５問

問題５
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どこが間違い？

白衣がベッド柵に接触
している。
ＭＲＳＡ陽性患者の周
辺環境は汚染あり！

ここが間違い！
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もう一度！ここが間違い！

オランダの ＭＲＳＡ対策

Verhoef J, et al.  Eur J Clin Microbiol Infect Dis 1999;18:461

“Ａ　Ｄｕｔｃｈ　Ａｐｐｒｏａｃｈ　ｔｏ　ＭＲＳＡ”
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1986年～1998年までの13年間で，

ユトレヒト大学病院において,159株の
ＭＲＳＡが分離された。

オランダでは，S.aureus全体に対する
ＭＲＳＡ分離率は，0.5％以下である。

オランダの国外から患者が入院したと
きには，少なくとも４８時間は個室に
隔離する。

入院初日に１時間おきに３回，鼻腔，
咽頭，会陰部，尿，喀痰，皮膚病変，
創部から培養を提出し，すべての陰性
を確認して初めて一般病棟での治療が
許可される。
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入院患者からＭＲＳＡが分離されれば，
同室患者，医療スタッフは３回のスク
リーニング検査を受ける。

同室患者は，鼻腔，咽頭，会陰部，尿，
喀痰，皮膚病変，創部から，

医療スタッフは鼻腔のみから。

同室患者は，陰性が確認されるまでは
集団隔離する。

もし，新たに２名の患者が発見される
か，１名の医療スタッフに同じ株のＭ
ＲＳＡが認められれば，病棟閉鎖を行
う。

保菌者には積極的に除菌療法を行う。
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“鍵は隔離であり”,バリアーナーシ
ングだけでは不十分である。

ＭＲＳＡは空気感染することもある。
マスク着用が欠かせない。

個室あるいは集団隔離を行い，入室時
に手袋，ガウン，マスク，帽子を着用
し，バリアーナーシングを実行する。

“Search and Destroy”
strategy
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紙タオル

手袋２サイズ

液体石鹸

速乾性アルコール

手袋ホルダー
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